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妊娠の心疾患に与える影響 
-1症例についての観察一
西村和子 
緒 言 3弓は突出，ますます著明となった。妊娠9ヵ月始
わたくしは第二内科にインターン中， 2例の僧帽 め，急に心房細動になり，脈拍 90，.80/分，欠損 20
弁狭窄，閉鎖不全症を観察する機会をえた。例 1は ，.30/分となった。入院中肝機能，尿所見は正常で 
2回目の妊娠中広始めて心不全を起こし，上記疾患 乏尿はなかった。 8月 27日(妊娠9カ月半ば〉帝王 ・
を発見された。例 2は当時妊娠中で， 4回目の心不 切開で， 2500gの男児を娩出した。術直後より洞性
全を起こし，入院中で、あった。乙の 2例から，妊娠 調律となり，脈拍 90，.80/分，血圧 140/60，呼吸困
がいかに心疾患に影響するかを観察したので報告す 難，咳取は消失した。胸部 X線所見，息乙らえ時
る。 間，肺活量，静脈圧に改善が認められた。
症例平OみO子，女， 25才 考案
主訴: 呼吸困難，心惇尤進，曜血 妊娠時には，生理的に細胞外液増加，基礎代謝尤
既往歴: 特記すべきことなし。 進，横隔膜挙上による肺血管床減少等，種々の変化
現病歴: 18才から 5年聞に心不全で 3回入院加 が起き，結果的に循環血液量，心拍出量，心拍数，
療。昭和 38年 11月， 23才にて結婚。昭和 39年 2 血流速度の増加が起こり，心に負荷がかかる。この
月，妊娠中脳塞症にて入院，同年5月退院，経過は 結果，心は左室よりの低拍出量を補なうため，頻拍
良好であった。昭和 40年3月，妊娠3カ月，分娩 で対応する。しかし，ある程度以上の頻拍は弛期の
予定日周年 10月 10日の診断を受けた。妊娠4ヵ月 短縮をきたしf静脈環流の阻害を来たす。したがつ
に入ると，軽度の夜間呼吸困難が現われ，やがて心 て，左房および、小循環系で、は，上に述べた因子とあ
惇允進，食欲不振も加わり，次第に頻拍 (80→100/ いまって，肺うつ血の増加が生じ，右室にも大きな
分，正〉になってきた。 5カ月末になると上記症状 負荷がかかる。入院時の始めの右室不全は，ジギタ
増強し，夜間呼吸困難発作， ij客血を起ζすようにな リス等の治療により改善されたが，頻拍はその後も
ったので， 5月 27日(妊娠6カ月始め〉に入院し 続き，この結果，心房細動をきたし，肺水腫の危険
?こ。 性が考えられた。産樗時にも，子宮収縮によって多
入院後の経過: 入院時，血圧 110/68，脈拍 100/ 量の血液が心臓に戻っていくため，肺でせかれて，
分，正，静脈圧 120mmH20，肺活量 1500，息乙ら 肺水腫を起こすおそれもあった。しかし，実際に
え時間 18秒，循環時間正常，下肢浮腫状，胸部X線 は，それにも増して，心負荷消失による心房細動の
所見は，心は僧帽弁形，肺紋理増強著明であった。 洞性調律への移行，横隔膜降下による肺血管床増加
治療により浮腫は消失し，静脈圧 60mmH20とな が良い結果をもた百したといえる。また心房細動が
ったが，呼吸困難，寝殿は増し，より頻拍 (120/ とれたとき，起乙りやすい脳塞栓症も避け得た例で
分〉となり，肺活量は減少し"息乙らえ時間，循環 あった。
時間が悪くなった。妊娠7，8カ月になるにしたが 参考文献
い，食欲不振強度で，るい痩が激しく，時記乾性ラ Luisada，A.: Cardiology Vol.5，Chap. 22，p. 
音が聴かれ，略血は頻回に起乙り，上室性期外収縮 14，1961 
が散発するようになった。肺紋理は増強，心の左 2，
